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◇表紙写真説明◇

福岡都市圏に水道用水を供給する福岡地区水道企業団が，新たな
水資源として，気象に左右されず，消費地に近く，安定的に水道用

水を供給できる施設として建設した逆浸透方式の海水淡水化施設
「海の中道奈多海水淡水化センター」（愛称：まみずピア）。
玄界灘から 103,000 m3/日の海水を，海底の砂層の中に埋設した

有孔管により浸透取水し，陸上に導かれた清浄な海水はさらに UF
膜によってろ過された後，高圧 RO膜に送られ，脱塩処理される。
脱塩された淡水の一部はさらに低圧 RO膜を通して水質調整され，
蒸発残留物 200 mg/l 以下のおいしい水となる。

海の中道奈多海水淡水化センター（愛称：まみずピア）

写真提供：㈱大林組
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